






要約　 尿濾紙を用いたムコ多糖症スクリーニングの可能性を調べるため、Whatman 濾紙

No.540 と東洋濾紙 No.327 を用いて検討した。前者の場合、濾紙に浸透したムコ多糖とク

レアチニンは水で容易に抽出でき、紙質も強靱で取り扱い易く、便利であった。一方、後

者の場合は、濾紙からのムコ多糖の抽出にはアルカリ処理と加温を要し、多少煩雑であっ

たが、現行の神経芽細胞腫マススクリーニングに使用されているため、試料採取の面から

有用性が大きいと考えられた。いずれの濾紙を用いた場合も、ムコ多糖症患者群と対照者

群との間に比較的はっきりとした差が認められ、これらの尿濾紙を用いたムコ多糖症スク

リーニングは可能と思われた。


